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BISTRO (B-field In STar forming Region Observations)は, 東アジア天文台ジェームズ ·クラーク ·マクスウェ
ル望遠鏡のサブミリ波偏波計を用いた研究プロジェクトである (2015年発足, 翌年観測開始). 目的は, 星形成にお
ける磁場の役割を深く理解することである. BISTROはラージ ·プログラムとして途切れなく採択され, 日韓中台
越英加愛の国と地域から 156名の研究者が参加し, 25編の論文 (星形成領域ごとの第一世代論文 18編, 物理を論
じた第二世代論文 5編, レビュー 2編)を出版している. データ解析を続ける一方, 小質量の星なし分子雲コアや
赤外線暗黒星雲など, 進化の初期段階や銀河系中心付近の広視野直線偏波撮像を進めている.
本講演では, 春季年会 P109a(Hasegawa他)からの差分を概観したのち, 大質量星形成領域DR21の結果を紹介

する. (1) DR21における波長 850 µmでの偏波率 P ∝ I−α(I は強度で柱密度を反映)の冪は, 同様な領域での測
定値に近いが, 小質量星形成領域よりも “浅く”, 輻射による塵整列が強く働いていることを示唆する. (2) 主フィ
ラメントと磁場は概ね直交するが, サブフィラメントではランダムに近い. 前者は磁気的超臨界だが, 後者はほぼ
亞臨界とわかった (Tao-Chung Ching et al. submitted). 以上を踏まえ, 領域をまたがった解析の方向性も論じる.


